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はじめに

ニュージーランドは、1989年の教育法改正によ

り、地方教育委員会を廃止し、各学校に従前の教

育委員会の機能を委譲しました。そして、あらた

に、教育における父母参加、生徒参加をすすめる

ために、父母代表・地域住民、生徒代表、教師代

表、学校長からなるボードオブトラスティズを設

けたのです。また、大学は、７つある大学の予

算、経営を各大学ごとに自立させました。そし

て、ポリテクニクという高等職業専門学校を高等

教育機関として、位置づけして、予算の配分基準

を大学と同じように生徒数に応じて配分していっ

たのです。

さらに、資格庁をつくり、各省に管轄されてい

た職業的な専門資格を統一した機関で管理するこ

とにしたのです。成人の大学教育への自由な受講

を積極的に展開していたことや中等教育機関が、

若い生徒と成人が共に学んでいるのが広く一般的

にみられるのがニュージーランドの学校です。成

人教育を従前から重視していたニュージーランド

の教育制度は、資格制度の整備によって、一層生

涯学習社会への条件を整えていったのです。

ニュージーランドは、国家予算の破綻、経済の
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建て直しといことで、各学校に経営の責任性をと

りいれて、規制緩和による予算獲得を自由化した

のです。これによって、寄付金や授業料の値上げ

などが進められたという問題もあります。

大学においては、外国人の入学を自由化して、

ニュージーランド人よりも破格な授業料を払わせ

て、許可していったのです。教育のなかに、市場

原理を積極的に導入して、学校経営を行っていこ

うとする新自由主義的な考えによる教育改革を大

胆に進めていったという側面もあります。しか

し、この新自由主義的な考えが、労働党政権によ

って、進められたということで、参加民主主義方

式やオンブズマン制度の充実などがとり入れられ

ていったところに、ニュージーランドの特徴があ

ります。

ニュージランドはイギリス連邦という国際経済

の枠組みのなかで発展してきた国ですが、イギリ

スのＥＣ加盟により、イギリス依存の農産物輸出

の経済構造が大きく破綻していったのです。ニ

ュージーランドは国家として経済の自立にむかっ

て国づくりをしているところですが、逆に、国家

財政の破綻のなかで重要な国営事業や公社が民営

化していったのです。このことにより、公社の多

くが外国資本に売却され、国民経済の自立性が一

層厳しい状況にたたされているのです○７つの国

立大学もこのような状況のなかで、各大学で経営

が自由にまかせられるようになったのです。そし

て、一括した大学予算配分により、内部での学生

数の獲得や研究業績による競争主義が進んでいる

のです。

ところで、ニュージーランドは、輸出額の半数

は農林産物で、農業を非常に大切にしている国で

す。国際空港に到着しますと、機内で天井からス
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プレーで、いっせいに消毒をします。種子や生も

のの食品の持ち込みは禁止されています。

国としての農業保護の姿勢がこのようなところ

にもあらわれています。ニュージーランドは、女

性の参政権が世界で最も早くから実施されている

国で（1893年)、女性の権利を尊重してきたこと

と同時に、子どもの福祉についても力をいれてき

た歴史をもっている国です。世界にさきがけて、

1877年に、義務教育の無償制を実現し、教育機会

の均等をすべての子どもに達成しているのです。

マイノリティのマオリの社会的保護にも積極的

に力をいれてきた歴史をもっています。しかし、

学校教育において、マオリ語を自由に使用できる

ようになるのは多くの困難を伴ってきたのです。

ここには、教育における多民族・多文化を共有し

ていく教育の難しさを表しています。現在では、

マオリ語も教育のなかできちんと保障されている

のです。

日本の北海道のアイヌ民族にたいしては、明治

以来一貫して差別的な旧士人法を適用して、差別

と偏見の教育を実施してきたことと比較すると、

その優れた先進性が理解できます。日本では、ア

イヌ民族の文化的権利を認めたアイヌ新法ができ

たのは、1997年です。

福祉を世界に先駆けて充実してきたのもニュー

ジーランドの特徴です。現在の日本の年金制度

は、個々の年金加入者の拠出制と事業主の負担に

よっていますが、ニュージーランドでは、一般税

による年金制度を100年前につくりあげていま

す。また、最低賃金制、全国一律の８時間労働制

なども19世紀末に確立していた国です。そして、

社会・国が児童を育てるという児童福祉制度を世

界で最初につくりあげていったのです。

以上みるように、一世紀まえの早い時期に、世

界にさきがけて福祉制度が確立している国です。

長い福祉制度の充実した歴史のなかで、国民の間

に人間関係として、相互扶助と公平という社会原

理の大切さが定着してきたのです。

しかし、国民経済の自立性が規制緩和のなかで

一層厳しさを強いられて、福祉の分野に、あらた

に営利的な民間企業が参入してきています。民間

保険会社も発展し、テレビや新聞などのマスコミ
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を動員しての広告宣伝も盛んに行われています。

ニュージーランド人のモデルは、賛沢をせず

に、ものを大切にし、誰にたいしてもやさしく、

親切であり、すぐに友達になってくれるというこ

とを40年以上こちらで結婚した日本人女性から聞

きました。自分の夫がそのモデルであるとして。

８０年代からの世界的な規制緩和施策がニュー

ジーランドにもおしよせ、国の財政的な役割を縮

小させる教育や福祉の改革が実施されてきたので

す。国民の自立的な責任性を重視し、国家のみが

教育や福祉を保障する体制から、民間の役割を強

調しての福祉や教育の施策が出されていくので

す。

ところで、民間という場合に、日本でみられる

ような協同組合や非営利の民間組織などの社会的

な協同セクターの成長が必ずしも十分に成長して

いません。国家が教育や福祉を全面的に支えてき

た歴史をもってきた国と、国家が教育と福祉の役

割を軽視したことにより、国民の自助努力に頼よ

らざるをえなかった国の歴史的な違いが現れてい

るようです。

ニュージーランドの教育や福祉の規制緩和施策

の背景には、国家財政の危機の問題があります

が、国際的な影響によって、経済の状況が厳しく

なるなかで、福祉国家といわれたニュージランド

も国家による社会保障制度は、難しい状況にたた

されています。

ニュージーランドの国民性は、伝統的に自立と

いうことを重視していることから、農家の親子関

係も日本と大きく異なります。子どもが親の農業

を受け継ぐのは、親から財産を買うことになって

います。親は必ずしも子どもに農業財産を譲ると

いう習慣はないのです。したがって、日本のよう

に農業後継者ということで、親の財産をそのまま

譲り受けて農業のあととりにならなくてもいいの

です。

大学の学費も基本的に親はだしません。かつて

は、大学の授業料は無料でしたが、現在は高額に

なり、自分で学生は特別のローンをくんで、卒業

後に返していくしくみです。留年するのも経済的

に、自己責任性ということで、学生の経済的負担

が重くのしかかっていきます。若者の就職の不安
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Iま、授業料などのローン返済問題と絡んで深刻で

す。

自己の将来を考えていくうえで、留年や専門の

変更も積極的に行われる場合がありますが、最近

の一部ですが、日本の学生のように、親から経済

的負担を受け、なんとなく、モラトリアムという

ことで、就職をのばしていく青年たちとは異なっ

ています。しかし、日常的生活における親子関係

は緊密で誕生のお祝いなどや親戚とのつきあいは

こまめにやっています。

豊かな農民も多く、ファームスティを行う農家

も多いのです。広大な農村地帯をかかえるなか

で、教育は、当然ながら農村型になります。８年

制の初等学校と５年制の中等学校が一般的です。

僻地にいくと初等学校と中等学校を統合した１３

年間の地域学校があります。最近は、この地域学

校の形態は少なくなっています。地域学校では、

教科の専門の配属がどうしてもできないので、通

信教育を行う教科がでてくるからです。

ニュージーランドでは、通信教育だけの子ども

もいます。基本的に親が教育することになります

が、必要なときに教師が巡回します。通信教育専

門の教師が独自に配属されています。

大きな都市では、初等学校は６年間、中間学校

２年間、中等学校５年間という傾向になっていま

す。先住民のマオリが人口の15％を占め、マオリ

の教育も熱心に行われ、地域によっては、独自に

マオリの学校もあります。

義務教育は６歳から16歳までの１０年間ですが、

５歳の誕生を迎えると、子どもたちは小学校に入

学します。ここには、個人の年齢を中心としての

教育の開始という考えがあります。いつせいの入

学式という方式はとっていません。日本での集団

でのいつせいの学校行事という教育計画はないの

です。小学校に入ると２学年は、学校になれるた

めの教育ということで、学年集団を設けての系統

的な教育は実施していません。農村の小学校にい

っても小学校では、異学年のクラスは一般的で

す。無理に一斉の同一学年による授業をしていな

いのです。

義務教育は６歳からですが、５歳の誕生日から

それぞれ、子どもたちは学校に通うのですから、

いつせいの同一カリキュラムによる授業というこ

とは、入学制度のしくみからみても不可能です。

小学校の入学は、個人の年齢段階によってという

ことで、個人を中心とした教育のあり方がここに

も反映されています。

小学校の教師は、教育省のつくったシラバスと

いう授業案内にそって教育を行っています。中等

教育になると、それぞれの学校の創意によって、

授業が展開されていきますが、シラバスにもとづ

いて、国家試験による卒業試験制度が中等教育段

階ではありますので、シラバスの内容に教師は大

きく規制されています。

初等学校、中等学校に訪問してみると、多くの

子どもたちは教科書を使っての授業を受けてはい

ません。それぞれの教師の創意的な教材によっ

て、授業が展開されているのです。つまり、教科

書をもたせて、いっせいに知識を詰め込む授業方

式をとっていません。詰め込みの授業をしないよ

うに、教師の指導工夫が大切にされているので

す。

最近の都市で、この方式では子どもに学力がつ

かないと，生徒に教科書をもたせ、それにそって

授業をすることがやられるところもあります。ま

た、学校の授業のやりかたに不満をもつ親が、学

校に頼らず家庭で教育を行う例もあります。この

家庭教育は、親の現在の教育制度に対する不満の

あらわれともみられます。

家庭教育によって、学校の卒業資格をとるため

には、教育省から認定してもらう必要がありま

す。教育省もホームベースのスクーリングとし

て、公認の学校のひとつの選択権として認めてい

るのです。この学校選択には、親は教育省から認

可を受けることが必要です。そして、教材のため

の費用は、毎年国からあたえられることになって

います。また、親が求めるのであれば、国立の通

信学校からの教師のサービスを得ることができる

しくみになっています。

ところで、全国共通の基本的なカリキュラムの

方針は教育省が作成していますが、学校教育の目

標、具体的なカリキュラムがそれぞれの学校の校

区で組織されたボードオブトラスティズで決定さ

れています。

－３－
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ボードオブトラスティズは選挙によって委員が

選ばれますが、大きな都市部では、父母・地域住

民、生徒、教師たちの人数が多く、巨大化した組

織のなかでのあらたな民主主義的な力量が求まら

れているのです。つまり、選挙が形骸していると

ころがみられるからです。

(1)教育委員会廃止とボードオブトラステ

ィズの創設

地方教育委員会の廃止とボードオブトラスティ

ズの創設は、ニュージンランド教育改革の大きな

特徴でした。ボードオブトラスティズは、校長、

教員代表、親の代表によって構成されています。

学校に子どもが通っていない地域住民もボードオ

ブトラスティズの委員として立候補できますが、

多くは親の代表がなっています。

委員は、学校の規模や地域によってことなりま

すが、親からの委員は、３名から７名程度です。

選挙権は、学校に通っている親がもっています。

委員の選挙は、３年ごとに行われますが、学校か

ら立候補者の経歴や抱負が配られます。それをみ

て親が委員の投票判断をします。

ボードオブトラスティズの活動や決定事項は、

ボードオブトラスティズのニュースや報告書など

によって、親に知らされますが、学校によって、

その発行の頻度も異なっています。ボードオブト

ラスティズは、親と地域住民が教師のパートナー

シップとなって学校経営を行うために制度ができ

たものです。それは、ボードオブトラスティズと

いうパートナーシップをとおして、学校に責任性

を明確にすることでもあります。

中等教育の３年以上（日本では高等学校１年以

上）は、生徒代表がボードオブトラスティズの委

員に選ばれます。生徒の代表がボードオブトラス

ティズのメンバーに加わっていることは、教育を

受けるもの自身の管理運営の参加ということで、

注目されるところです。

ニュージーランドの学校教育では、中等教育の

３年以上の発達段階になれば、管理運営に参加で

きる能力をもっているという判断です。しかし、

生徒代表がボードオブトラスティズのメンバーに

なることは義務ではなく、あくまでも教育を受け

る権利という立場からですので、委員になること

は強制されていません。

中等教育では、1989年の教育法の改革以前から

親の代表や生徒の意見を取り入れた学校の管理運

営を行っていましたが、1989年の教育法改正から

初等教育の学校管理運営にも親の代表、教師の代

表、校長による学校運営が実施されました。さら

に、1989年の教育法の改正では、初等教育、中等

教育のすべてに、地方教育委員会から学校予算や

人事の決定権をボードオブトラスティズに権限を

与えたのです。

ニュージーランドの教育改革は、1989年の教育

法改正からはじまりましたが、教育改革の大きな

柱は、教育委員会を廃止し、各学校ごとのボード

オブトラスティズに予算、人事、教育計画をまか

せたことです。

従前の地方教育行政は、各学校の学校委員会

（SCHOOLCOMMITTEE）から選出された代

表から構成されていました。この地方教育行政を

廃止して、直接的に教育省などの中央政府の教育

機関行政と各学校との関係で予算の配分、教育カ

リキュラムの管理運営にしたことです。国家の役

割は、ナショナルカリキュラムの作成、各教科の

シラバスの作成、各学校の教育評価・審査をして

いくのです。

地方教育行政を廃止したことは、教育改革の大

きな柱でしたが、教育の条件整備を担わされてい

る行政的役割を学校のボードオブトラスティズに

委譲しました。このことは、各学校に、教育条件

整備の経営的な専門性が問われていくことになり

ます。

地方の教育委員会があったときは、各学校の管

理運営は、教育内容や教育指導的な側面から行わ

れていました。条件整備的な側面については、各

学校は委員の代表をとおして、教育委員会に反映

されていましたが、教育委員会を廃止したことに

より、教育の条件整備的な経営や人事の具体的配

置を各学校がすることになったのです。

学校経営においては、子どもの具体的実状にあ

わせて教育内容の計画作成や教育指導についての

充実などが大きな意味をもっていますが、学校長

が、教育予算や条件整備的の側面に実際の責任を

－４－
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もたされることにより、教育者のリーダーとして

の校長の側面以上に、予算や条件整備の経営的側

面を大きくもたされることになっていきます。

教育者としての校長の役割を維持していくため

には、ボードオブトラスティズの予算や条件整備

的経営能力が問われていくのです。父母代表から

のボードオブトラスティズの委員が、その役割を

発揮できるかどうかということは、地域によって

も大きな違いがあります。

ニュージーランドの教育条件整備において、日

本と比較して重要なことは、都市の中等学校にお

いても学級のクラスが25人程度で、教えられてい

ることです。教師が生徒の顔がきちんとみれるよ

うな学級人数になっていることです。

１年間の授業は、４学期制ということで、日本

のように過密なカリキュラムのスケジュールはな

く、ゆとりをもった教育を実施していることで

す。ひとつの学期を終わると２週間の休みがあり

ます。夏休みは、’２月下旬から’月末ということ

で、学期の始まりも年によって、変更されるとい

う柔軟性をもっています。

とくに、教育の条件整備については、それぞれ

の学校の実状に即してと同時に、公平的、効率的

な条件整備が求められています。各学校ごとの実

状の違いによって、条件整備をしていくというこ

とが、教育の機会均等という公平の原理に即し

て、行われていけば問題がないのです。しかし、

地域的な違いは、経済的な貧困問題があります。

また、学校の規模の違いがあります。地域が教育

的な条件に恵まれないところは、特別な援助が必

要になるのです。

例えば、日本においては、僻地教育振興法とい

う法律に基づいて、過疎の進む地域において、特

別の学校教育予算をつけていますが、国家の学校

教育予算の配分においても、生徒の数を絶対的基

準とするだけではなく、この問題を十分に配慮し

ての基準づくりが求められます。つまり、教育条

件整備における地域主義という問題です。ニュー

ジーランドでも予算の配分において、豊かな地域

から貧困の地域を１０の社会経済的地域の段階に分

けています。

各学校では、教育目標と運営の方針を決定しま

すが、それらは、教育省から独立した特別の政府

の教育評価機関（EducationReviewOffice，

ERO）が、教師の教え方、生徒の学びの質、学校

経営の役割、ボードオウトラスティズの委員の選

出など、学校評価を行うしくみになっています。

この教育評価機関は、教育省の大臣からも独立し

ています。

教育評価機関は、３年ごとに、それぞれの学校

を訪問して、ボードオブトラスティズが、正当に

運営されているか、生徒のためによい教育を準備

しているかということをたしかめます。

この制度については、国家が直接に学校をコン

トロールするという厳しい批判もあるようです

が、問題は、どれだけボードオブトラスティズが

子ども・生徒の立場にたって教育を行っているか

ということです。

教育評価をめぐっての基準、委員の力量、評価

の公開性などの教育のオンブズマンや評価に対し

ての異議申したてという社会的審査の公平原理な

どの機能についても具体的に検討していくことが

求められています。

とくに、教育省から独立しているということ

は、教育政策や教育行政から自立しているという

面から、評価においては第３者性という一定の効

果をもっていますが、重要なことは、教育の評価

的力量がどれほどもちえるのかという専門性とオ

ンブズマンが要求されるのです。ここに、教育評

価機関の真価が問われているのです。

ところで、ナショナルカリキュラムもそれぞれ

の教科に即して、基本的な教育目標がうたわれて

います。ボードオブトラスティズは、学校が生徒

にとって楽しいものになっているか。どのくらい

生徒の実際の学びの様子をしっているかというこ

とを教育評価機関によって、評価されるのです。

学校評価のなかで興味あることは、生徒の学力

がどの程度ついているのかという学力問題によっ

て、基準を設定するのではなく、学校が生徒にと

って、どれだけ楽しいものになっているのか、生

徒の実際の学習の様子をきちんとつかんでいるか

ということで、生徒中心に学校を評価していてい

るのが特徴的です。

ところで、ボードオブトラスティズが、学校教

－５－
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育の父母参加の民主主義という機能を発揮できる

かどうかということは、日常的に管理運営機関の

ボードオブトラスティズと父母・住民との参加民

主主義をめぐっての関係になります。

ボードオブトラスティズの創設によって、父

母・地域住民の学校参加の民主主義の発展の可能

性は大きく開けていきました。しかし、重要なこ

とは、実際的に学校教育の参加民主主義が機能し

ているかどうかということです。それは、それぞ

れのレベルの日常的な父母・住民の自由な意志に

よる学校の直接的な参加度合いになります。

とくに、学校規模の大きい都市でのボードオブ

トラスティズは、教師の人数も大きくなります。

また、父母と学校との関係も組織的に疎遠になり

がちです。そこでは、学校の管理運営がなかなか

父母からみえにくくなっていきます。学校の組織

が巨大になっていけば、重要な学校の意志決定機

関であるボードオブトラスティズが、実際に生

徒、父母、一般教師からみえにくくなっていくの

です。

ところで、ボードオブトラスティズ委員の投票

権だけではなく、父母・住民が直接的に学校に対

して、具体的に意見表明、意志決定過程に参加し

ていくことが大切です。学校組織が大きくなれ

ば、教育のオンブズマンは一層重要性をもってい

きます。

父母のボードオブトラスティズヘの一層の参加

民主主義の充実が具体的な学校の管理運営のなか

で深められていくことが大きな課題となっていき

ます。この問題については、それぞれの学校の実

状に即して、課題を深めていくことです。

教育大臣のもとに教育省、ニュージランド資格

認定庁と教師登録委員会の行政組織があります。

教育省のなかで、教育関係の仕事を行政的に集中

させるのではなく、分散的に中央の教育行政組織

を整備しています。資格認定庁や教師登録委員会

もユニークなしくみです。

(2)ニュージーランドの教員養成

ニュージーランドの教員養成は、中等教育終了

者を対象にして、大学とは別の教育カレッジで養

成されていました。しかし、現在、２１世紀をまえ

にして、教育カレッジは、大学のなかに編入され

つつあります。

ニュージーランドでは、大学以外にポリテクニ

クとよばれる専門学校が職業教育・訓練を中心に

していますが、教育カレッジは大学のなかに積極

的に位置づけられたのです。

マッセイ大学も教育カレッジを大学のひつとの

部局として編成しました。教育カレッジの学生も

全学的なカリキュラムのなかに位置づけられて、

他の部局の授業を受けることが保障されました。

また、教育カレッジのなかに教育実践教育セン

ターを設けて、教育現場への実践的研究と同時に

校長先生や現場教師の研修を大学として実施して

います。教育実践研究センターのスタッフは、４０

名で、とくにコンピュータ教育のためのソフトウ

エアーの作成に力を入れています。この分野には

15名のスタッフが配属されています。校長先生の

研修センターも設けています。そこでは、イン

ターネットを利用した質問と回答のシステムをつ

くっています。

大学のなかの教育実践研究センターには、農村

教育のアドバイザーを特別に設けています。小規

模の学校の教師の指導と研究を大学として実施し

ているのです。地方の学校は、予算もないことや

経験の少ない教師が雇用されがちです。教師は全

般的に農村には赴任したがらない傾向にありま

す。

したがって、教師は経験の少ない教師が農村地

方の学校で雇われるようになります。大学として

は、農村地方の学校は規模が小さいことから、新

しい制度、新しい考え方で実験的に教育実践をす

るのが容易であるということから、農村の教育を

教育改革の研究のなかとしても位置づけているの

です。

ニュージーランドでは、大学で取得した単位の

認定は、社会的に評価されますので、他の学部の

授業を受けて、単位が認定されれば、それが社会

的な専門的力量として評価されるのです。

したがって、大学でどの単位をとって、その成

績がどうであったかは、重要なことになります。

日本のように卒業するためということで、内容は

あまり重視しないという、単位の数あわせでは決

－６－
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してないのです。教育学部では、科目のレベルを

４つの段階に分けています。そして、高度の科目

になれば、ポイントという単位数が大きく異なり

ます。

むしろ、中等教員のプログラムなどは専門性が

求められるということから、積極的に他の部局の

授業を受けるようなことが奨励されています。ま

た、他の学部から教育学部に１年コースというこ

とで入ってくる学生も多いのです。他の学部の学

生が教員の資格を得るための授業科目を受けるに

は、１年コースの教員養成が義務づけられます。

日本のように同時並行的な開放制の教員養成のし

くみになっていません。

マッセイ大学の教育学部は、生まれてから５歳

以下の乳幼児の発達プログラム、初等教員のプロ

グラム、マオリ教育のプログラム、中等教員のプ

ログラム、継続教育のプログラムの５つのコース

からなっています。それぞれのコースは、教員に

なるための大学としての単位認定を行うようにな

っています。

教育学部のフルタイムの学生は、乳幼児の発達

が２年間から３年間です。ニュージーランドで

は、保育園と幼稚園が統一されて、すべて教育省

の管轄になりました。そこで働くものは、教員免

許が義務づけられたのです。

初等教員のプログラムが３年間となっています

が、さらに、学習をしたい学生は、４年間の学士

資格を得ることができるようなコースが設けられ

ています。そして、大学院のマスターまで進学で

きるしくみができています。

中等教員のプログラムは、４年間となっていま

す。その後、学習したければマスターコース、ド

クターコースが準備されています。中等教員のプ

ログラムでは、中等教育を卒業してフルタイムで

４年間教育を受けるコースと教育学部以外の大学

卒業生が教育学部で１年間教育されて教員になる

ための単位認定を受けるコースと２つの形態があ

ります。

教師になるためには、２つの専門をとることが

義務づけられています。狭い専門主義を廃するた

めにも複数の専門が教えることができるようなこ

とがされているのです。教員養成のカリキュラム

－７

Iま、それぞれのコースとも、一般教養、歴史的教

育観、ニュージーランドの社会、マオリについて

の学習、人間の発達、多文化教育、ニュージーラ

ンドのカリキュラムの学習、教員になるための実

践的指導技術などを行っています。

そして、学校での教育実習が義務づけられてい

ます。中等学校の教員は狭い専門的な教科主義に

ならないような配慮が教員養成のしくみのなかに

あるのです。学校教育の現場においても教師が、

その専門を教えることが可能であれば、担当授業

の変更はよくおきるのです。

教育実習は、１年生、２年生が７週間です。３

年生になると８週間になります。教育実習は、教

員養成で合計22週間が義務づけられています。教

育実習は、教育学部の学生にとって、大きな位置

づけになっているのです。教員養成の学生教育の

プログラムは、２９の科目からなっていますが、現

実的な教室の教育実践の理解と訓練を重点的にし

ています。大学の授業の内容も教育実習との関連

で、理論と実践を統一させるような工夫がされて

います。１年コースの場合は、２２週間という半年

近くの教育実習のなかで、実習と交互に教育の専

門的な講義をしています。

課題研究として、芸術、英語、マオリ、数学、

音楽、健康、科学、社会科学、テクノロジーなど

の科目が用意されています。この課題研究は第１

学年から準備され、学年があがることによって、

自分で学習して問題を深めていく授業方式がくま

れています◎１年と２年では、複数の課題研究科

目をとりますが、３年以上になると１つの科目で

課題研究を深めていくようにしています。

中等教員になるためには、２つの教科が教えら

れるようになっています。そして、大学での専門

的な学習が期待されています。教育学部では、学

生の学術的な探求と個々の能力の発達、教師とし

ての仕事をしていくうえで諺哲学的な視野の形成

援助、教室での実践的な能力発達の機会提供をう

たっています。

授業科目は、教師が学習の援助者になるために

広い範囲の教育問題について研究し、考察してい

くことが大学で求められていると強調していま

す。このために教育と学習理論を学校という現実
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のなかで学ぶ機会を提供しているのです。したが

って、学校内の教育現場で学ぶ機会は、授業科目

のなかでおよそ50％の時間が費やされているので

す。

教員として正式になるためには、大学での教員

となるための単位を認定してもらって、２年間の

現場での教員見習が必要です。そして、２年間の

実習的審査の合格にもとづいて、政府機関の教員

登録委員会に登録されるしくみになっています。

さらに、教員の経験を積んで、上級の教員の資格

をとっていくことも行われています。この上級の

教員資格取得のためにも教育学部では、積極的に

継続教育ということで、教員のための成人教育を

実施しているのです◎

マッセイ大学では、教員の相談や教員の研修、

さらに、社会人になって教員の資格を得ようとす

るもの、教育心理学の教育専門家などに、継続教

育機関として、開放したカリキュラムをくんでい

ます。

ニュージーランドでは、教員以外の社会人が教

員養成の大学で学んで教師になるということが広

く一般的に行われています。教員の職業が狭い閉

鎖的な社会になっていないのです。農民であった

人や農業の専門的な機関に勤めていた社会人が、

教員養成大学で学び、教師になる事例はたくさん

あるのです。日本の大学を卒業した人がニュー

ジーランドで結婚して、教員免許の資格をとって

教師になったり、若い日本の青年がニュージーラ

ンドが好きになって、ニユージランドで教師にな

る事例も数多くみられるます。

ニュージランドの教員養成の大学でも、日本の

学校教育に失望した青年がニュージーランドで教

師になろうと学んでいる姿がみられます。外国人

にたしても教師としての能力保障ができれば、積

極的に正式の教員として採用していくのです。

日本の公立学校の場合は、英語の補助教員とし

て大量の英語圏からの外国人を大金で雇っていま

すが、かれらを正式な教員としては採用していな

いのです。教育学部を卒業して教員になるための

素養をもっている外国人でさえも正式な教員の道

を閉ざしていることや、教員採用の年齢を制限し

て、教員免許をとった若者しか採用しない日本の

現実をみたとき、ニュージーランドランドの教員

採用のしくみから学ばことは多いのです。

教員を正式に任用するのは、各学校に組織され

たボードオブトラスティズになっています。２年

間の教員見習期間の審査は、３人から４人の経験

ある教師によって審査されます。経験ある教師は

見習い教師の授業などをみて、記録していきま

す。その記録が審査になっていくのです。見習い

教員がすべて合格するわけではなく、ときには、

不合格の場合もあります。

この場合は、再び見習い教員をするしくみにな

っています。ニュージーランドでは、教師の権利

は組合によって保障されていますので、校長の独

断的意志によって、見習い教員の合否が左右され

ることはないようです。

校長以外は、ほとんどの教職員が組合に入って

います。組合の指導部ばかりでなく、校長も組合

の意義について、新任の教員に教えることがみら

れるほどです。ニュージーランドの場合は、日本

の場合のように、組合と校長の激しい対立がみら

れないようです。組合の集会には学校も正式に認

め、組合の会議の参加もきちんと公的に保障され

ているのです。

しかし、教職員組合は、政府の教育政策につい

て、従属しているというのではなく、教職員組合

として教育環境、教育施策については自主的に判

断するということです。したがって、政府の教育

政策が、生徒を教育していくうえで、重大な問題

があるときは、政府との交渉を粘り強くおこなっ

ていくということです。残念なことに、交渉がう

まくいかないときは、ストライキまでもすること

があります。

教師を雇用するのは、ボードオブトラスティズ

になっています。教職員の賃金、学校建築、教

材・教具費いっさいの決定がボードオブトラステ

ィズになっていますので、学校予算が赤字になれ

ば、教職員の賃金にしわよせされます。生徒の人

数によって、教師の数が決まっていきますが、教

科によっては、人数による配属にならない場合が

あります。

例えば、人気のある外国語は生徒の受講は多い

のですが、人気のない選択教科でも教師を配置し

－８－
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なければなりません。多様な選択教科を準備する

中等学校のように、教師は２つの教科をもってい

ますが、それでも人数どおり合理的に配置できな

いのが現状です。

ボードオブトラスティズは、学校財政の赤字に

なれば、経験のある教師の賃金は高いので、経験

の少ない賃金の安い教師を雇用しがちになりま

す。この結果、学校教育の質がおちるのではない

かという危慎を教職員組合はもっているのです。

また、給料の安い教師は、給料の高い教師と同

じことをさせられるということから、学校内でも

積極的に生徒の教育を自分の仕事として、位置づ

けていかない傾向がでてくるのではないかと警戒

しています。

現在、政府が一部の学校に先導的に進めている

教育予算配分のしくみのボークファンドは意見が

わかれているようです。それは、学校に一括し

て、すべての教育予算を政府が支給していくしく

みです。政府は、ボークファンドのしくみをすす

めるために、この制度を選択した学校に、１０％ま

でも上乗せしての予算をつけています。

現在、ニュージーランドでは、教育予算につい

ては、一定の細かい基準にそって計算して、各学

校に予算を支出するしくみと、一括して教育予算

を各学校に支給するボークファンドのしくみと２

つの形態になっています。しかし、教育の条件整

備の予算は、一定の基準によって、査定されてい

ますので、最も大きな違いがでるのはないかと心

配しています。教員の人件費については、教育の

質の問題と絡んで、心配する教員も多いのです。

ボークファンドによって、それぞれの学校ごとに

賃金がおさえられ、教員の賃金体系が大きくかわ

るのではないかという不安がでているのです。

学校の自主性を予算の側面までも含めて実行し

ていこうとすることは、学校管理運営の自治権と

して、大きな意味をもっていますが、それが、教

育予算の削減という財政事情を絶対化して実行さ

れた場合は大きな問題をもっていきます。また、

ボードオブトラスティズの委員の学校教育に対す

る専門的な認識不足などがでたときは、様々な教

育問題を生む原因にもなることが考えられます。

問題は、ボードオブトラスティズが、どこまで

子どもや、生徒の未来を考えて、かれらの教育権

を保障していくかということです。そこでは、学

校の管理運営の参加民主主義の充実が争点になっ

ています。

この意味で代表制の参加民主主義をとっている

ボードオブトラスティズの選挙のプロセスや日頃

の活動の公開性、情報提供化ということが大きな

論点になっています。また、日常的な具体的な教

育における教師や生徒、教師や父母との直接的な

民主主義のことも含め、それぞれの学校におい

て、深めていく課題があります。

かっては、教育学部の学生数は、教員養成数の

必要な人数しか定員がなく、奨学金も保障されて

いたのです。教育学部に入学すれば、教員になれ

るというしくみでした。政府は、財政的事情から

教員養成学部の学生を削減しました。教員よりも

民間の企業の方が給料が高い事例もありましたの

で、教育学部の卒業生が民間に流れました。政府

の教員養成の計画がくるって、教員が足りない状

況が生まれました。教育学部を卒業して、すべて

が教員になるといういう前提の教員養成が間違っ

ていたということです。教員が足りなくなる事態

が生まれました。政府は困り、オーストラリアや

アメリカかなどの外国から教員を雇い入れなけれ

ばならない事態が起きたのです。

現在は、教育学部の定員を教員需要との関係で

決めていくのを廃止し、定員の自由化をしたので

す。そして、学生に対する政府の補助金負担を下

げて、教育学部でも授業料の値上げなどによっ

て、学生の負担をあげていったのです。学生の勉

学に親が負担する習慣のなかったニュージーラン

ドでは、学生の奨学ローンの普及が進み、卒業後

に返還していくということで、学生の将来への負

担も重なっているようです。

大学は独立の法人として、授業料もそれぞれの

大学で決定できるしくみにかわっています。現在

は、教育学部の学生も他の学部と同じように授業

料を納めるようになっています。

教員養成は教育カレッジが責任をもってやって

きましたが、教育カレッジが大学での部局として

位置づけられていく状況に、ニュージーランドで

は移行しつつあります。また、日本のように免許

－９－
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科目を履修すれば、どこの学部を卒業しても教員

免許がとれるというしくみでなく、教育学部以外

の大学の卒業生は、教育学部で１年の教員養成の

課程によって、教員になるための単位を取得する

しくみになっていることが日本と大きな違いです。

つまり、大学における教員養成が開放制になっ

ているのではなく、教育カレッジの役割が特別に

重視されているのです。

(3)ニュージーランドの大学と成人教育

マッセイ大学は、農学部を中心にして発展して

きた大学ですが、農業研究や環境問題の研究が熱

心にやられていますが、もうひとつの特徴とし

て、国民や地域に開かれた大学として発展してき

たのも特徴的です。

大学のなかに、オープンユニバースティのセク

ションがあります。そこでは、大学で社会人が学

ぶためのサービスと、大学が地域に直接でかけ

て、講義をする地域サービスの援助をしていま

す。リージョンサービスということは、大学での

通信教育を効果的にやっていくためです。したが

って、講義科目の取得が正式に行われるもので

す。マッセイ大学は、成人を大学教育に積極的に

受け入れているしくみがあるのです。つまり、系

統的に成人を大学教育のなかに受け入れているし

くみです。何年かけても大学を卒業していいので

す。例えば、仕事が忙しく年間１科目しか受講で

きなくともかまいません。その場合の授業料は１

科目のみです。また、授業の受講資格は問いませ

ん。２０歳になれば誰でも大学の授業を受講できる

しくみですが、単位認定はきちんと大学の水準を

守るように厳しくします。

マッセイ大学はパーマストンノース市（７万５

千の人口）にある大学ですが、オークランド市と

ウェリントン市にもキャンパスをつくり、全国的

な大学網としての施策を積極的に展開していま

す。

ニュージーランドに大学は、７つありますが、

かつてはすべて国立大学として国の大学補助委員

会から全面的な資金提供によって大学運営をされ

ていましたが、それが1990年の教育改革で廃止さ

れました。そして、大学と高等専門学校等の補助

１０

金配分は、学生総数と専門内容などの基準によっ

て統一されました。

大学の最高意志決定機関は、評議会ですが、教

職員と学生の代表が入っていることが日本と大き

な違いです。また、産業界からと地域社会の代表

が評議会のメンバーにもなっています。

ニュージーランドの大学は、広く社会人に大学

教育の機会を提供しているのが特徴です。大学教

育という学問の府としての学術研究の発展を大切

にするという原則を維持しながら、大学の開放を

積極的にやっているのです。

大学開放には、様々な形態があります。それ

は、成人の学生が若い学生とともに大学教育をフ

ルタイムで受ける場合、通信教育を受ける場合、

ある特定の科目のみの授業を受ける場合などがあ

ります。成人のための大学開放は、大学が単位認

定をする授業に、社会人を積極的に受け入れてい

るということで、日本での社会人入学や履修科目

生が大規模に積極的に行われているのです。

これと同時に、日本でいえば大学の公開講座に

あたるものですが、サマースクールプログラムな

どにみられるように、特定の期間や特定の課題む

けで社会人に特別の講座を設けています。また、

短期に専門的な職業的技術や経営学の講座なども

実施しています。

ユニークなものとしては、大学でフイルドワー

クを専門にしているスタッフを講師にして、スタ

デイツアーを成人教育として展開していることで

す。それは、芸術、地理、歴史、環境学、天文学

など多様なツアーが実施され、海外までもでかけ

るようになっています。

この大学開放の形態としては、日本と同じです

が、しかし、大学としての専門的内容を維持して

の大学開放ということを大切にし、社会人を大学

に受け入れる人数が圧倒的に多く、企画も多彩で

あり、大学として部局なみの事務組織が整備さて

いることが日本と大きく異なるところです。

大学の管理運営、財政にとって、成人教育はき

わめて大きな位置を占めているのです。ニュー

ジーランドの７つのすべての大学は、成人教育を

展開し、社会人の大学受け入れを積極的に行って

いるのが現状です。
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ニュージーランドでは、高等教育機関としてポ

リテクニクという高等専門学校がありますが、ユ

ニバースティという大学の名は使っていません。

このポリテクニクに類した教育機関は、大学とい

う位置づけにはなっていません。

ところで、ニュージーランドの大学では、中等

教育を卒業して、すぐに大学入学してくる学生と

ともに、社会人が大学に学びにくるのが一般的で

す。社会人になった人生経験豊かな大人と若者が

同じキャンパスのなかで学習しているのです。若

者の学生は、純粋に物事を見ますが、４０歳、６０歳

で学びにきている人は、自己の人生体験との関係

で学問をみるので、議論が一面的にならず、様々

な角度からみれて、学習するクラスが安定すると

マッセイ大学の教授たちは語ります。

一つの科目に、講義とそれに基づいたチュート

リアルという討論して問題を深める時間とがセッ

トになって授業がくみたてられています。チュー

トリアルは10名から15名ほどで行われ、講義した

内容について、学生に意見を自由に言わせて講義

の問題を深めていくものです。

学生の受講人数が多い場合は、一人の大学教員

では、チュートリアルは無理ですので、チュー

ターを雇って行われます。日本で行われているよ

うなゼミナールがそれぞれの講義にセットされて

いるのです。

学生は、一方的に講義をきくのではありませ

ん。常に、講義内容は学生との討論のなかで深め

られていくので、大学教員の方も講義内容は密度

の濃い内容になっていきます。学生の討論も社会

人の学生が入っていますので、若者の純粋な理想

主義と、人生経験から問題を深める内容と、異な

る視点からの議論が行われていくのです。実利

的、現実的に物事をみる社会人からの学生と、中

等教育を卒業して入学してくる若者の学生との議

論は結果的にバランスがとれて安定したものにな

るということです。

人気ある講義で、学生が200名以上越えるよう

なものもありますが、そのときは、フルタイムの

チューターを雇う場合もあります。ところで、こ

のチューターは、ストレートに大学の講義をやれ

る身分ではありません。

１１

大学では、チューターからすべて教員の人事

は、公募制をとっています。みんなの目にふれる

ような一般新聞などに公募をして、公平に人事が

行われるような方法がとられています。学生の成

績についても公平原理が働くような配慮がされて

います。年輩者の学生も多く、ひとつひとつの授

業は、学生にとって真剣です。学生が不利益を受

けたとして、裁判に訴えられることもあります。

教授であると、講師であろうと、非常勤の講師

の授業であろうと、大学で授業を行うものにとっ

て、訴訟されても問題処理がいつでもできるよう

なことが求められています。大学の授業は、学問

的な権威と教育的配慮が常に学生から厳しく問わ

れる環境にあるのです。ときには、むずかしい問

題もあります。客観的に評価できる科目であれば

問題はないのですが、哲学などのような科目な

ど、考え方などを問題にする場合は、単純にいか

ないことがあります。

しかし、そのことによって、大学教員の窓意性

によって、気分感情によって成績がつけられては

公平性ではないということから、成績のガイドラ

イインを設けて、Ａの段階15％、Ｂの段階25％な

どの設定などをしていますが、多くの大学教員の

合意は必ずしも得られないので、常に大きな議論

になっているようです。

大学の最高意志決定機関の評議会には、学生代

表も入っていますので、学生の権利を管理運営面

からも直接的に保障しているのです。成績につい

ては、できるかぎり公平にやっていこうとする大

学教員の姿勢がみられます。大学教員は、学生か

らの請求があれば、採点の答案を学生に説明しな

ければならない義務があります。

受講生の多い大学教員は成績評価は大変な仕事

になります。成績は、チューターが採点してはい

けないことになっています。成績は、講義する

個々の大学教員に対する義務となっています。大

学の成績が問題になることは、社会的に大学での

成績評価が大きな重みをもっているためです。

ニュージーランドの国籍か、永住権をもってい

れば、どこで生活しようとも大学教育を受ける権

利があるということで、通信教育制度が発達して

いるのもこの国の特徴です。学内で学習していた
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学生が都合によって、通信制に変わることもあり

ます。学内での学習か通信の学習かということは

自由に選択できるしくみになっています。

したがって、通信に移動することは、働いてい

る人が大学卒業の学士の資格をとることに、よく

あることです。また、大学院に進んで修士などの

学位も働いていてもとれるしくみになっていま

す。大学内の事務職員などは、積極的に学士や修

士などを取得するために講義を受けている姿がみ

られます。大学職員のなかにアカデッミク性をも

たせるということで、大変効果を発揮しています。

大学教員の方も学内むけの講義は、前期と後期

と年間とおして開きますが、通信教育の場合は、

半期のみになります。通信教育でも週末や大学の

休み期間を利用してのオンキャンパスコースの講

義もやられます。

また、語学など、リージョンコースとして地域

ごとで実施されることもあります。働きながら７

年から８年かけて大学の卒業資格をとろうとする

ことがニュージーランドの大学では一般的にみら

れるのです。最近は大学ごとの予算も、その大学

の学生数によって、配分されることが厳密におこ

なわれるということで、各大学でも通信教育の学

生を増やす努力をしているのです。

マッセイ大学では通信教育のセクションがあっ

て、各学部に所属しているスタッフの通信教育の

授業を管理運営しています。通信教育学部の事務

機構にテキストや講義計画などについて担当教員

は送るしくみになっています。成績についても担

当教員から送られてきたものを通信教育学部が管

理しているのです。

しかし、担当教員のところには、教材の内容、

宿題の意味などについて問い合わせがあります。

かっては、手紙でやりとりをしなければならなか

ったのですが、最近は、ＥメールやＦＡＸの発達

で便利になっているということです。大学の教員

にとって通信教育の責任は大きな負担でありまし

たが、最近の政府の大学政策が学生数によって、

予算を配分するということで、マッセイ大学の社

会人に広く開かれた教育方針や通信教育を重視し

た伝統的教育のしくみは他の大学と比べて有利な

条件になっているとういうことです。

ところで、大学にきても学士の資格をとるとは

かぎらないのです。普通に勉強していれば３年で

大学の単位はとれるのです。あとの１年間は、

オーナーズという学士の資格をとるための論文に

とりかかるということです。教育学部に入学し

て、３年間で教員資格の単位は取得できますが、

大学院に進学するためには、１年以上の学習期間

によってオーナーズという学士の資格をとらなけ

ればならないということです。２２週間の教育実習

にみられるように実践的な教員養成を行っていま

すが、学士の資格や大学院への進学など大学にお

けるアカデミック性を強くもたせているのです。

国家資格と大学での単位資格が密接に結びつい

ていることは、他の学部についてもいえることで

す。大学のカリキュラムは国家の高度な資格制度

と結びついているのです。専門的な学習の成果が

高度な国家資格として認知されていくということ

で、日本でみられるように、単に大学卒業だけの

資格という意味あいはないのです。学生たちは、

大学の講義を受けて、成績が認定されれば、それ

が、直接的に社会的な専門的能力評価として認知

されるのです。卒業資格ではなく、どのような科

目をとったということが重視されるのです。

ニュージーランドの資格制度は、1989年の教育

改革によって、教育省から独立した機関が管理運

営することになったのです。それ以前は、それぞ

れの政府機関が国家資格制度を付与していました

が、ニュージーランド資格庁が、それぞれの政府

機関の資格制度を統一して管理運営するようにな

ったのです。この資格機関の成立によって、個々

人の取得した資格の単位などがコンピューターに

よってみることができるようになったのです。

大学院に入学するには、その専門分野のオー

ナーズの資格が認められれば受動的に入学できる

ことになっています。外国語の場合は、１年以

上、その外国語の国に行って生活することでオー

ナーズという学士の資格条件にするということ

が、マッセイ大学の人文学部はしています。外国

語の専攻では、実践的な語学取得がなければ、学

問の基礎条件ができないという考えからです。

クライスチャーチにあるカンタベリー大学は、

短期の専門的な科学・技術、経営の講座を大学の

1２－
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成人教育機関が企画実施しています。スタデイツ

アーの企画では、ギリシャ、トルコ、ネパール、

米国、中国、インドネシア、オーストラリア、イ

タリー、ブラジル、スッコトランド、アイルラン

ドなどの海外研修がくまれています。国内と同

様、古代史、現在の市民生活、宗教、芸術、音

楽、自然史、地質学等、内容は多彩です。

カンタベリー大学の継続教育センターは、成人

の学習・教育の研究と調査を行うスタッフに対し

て、典型事例や研究成果を紹介しています。継続

教育センターでは、地域発展のセミナーとして、

大学と大学外の間で、地域の様々な問題をとりあ

げて討論をしています。それらは、ジエンダー、

年齢、民族、政治、経済、福祉、法律、健康、環

境などの重要な社会問題について、とりあつかっ

ています。

大学として成人学習の機会増大に積極的にとり

くんでいるのです。また、社会的に成人学習の機

会は増大していますが、しかし、新自由主義的な

教育政策の状況で、市民の協同的関係や民主主義

の発展のための成人学習は以前と比べて、現在は

難しい問題がありますと、カンタベリー大学の継

続教育の専門研究スタッフのツバイアス氏は語り

ます。

新たな難しい問題も生じていますが、全体とし

てニュージーランドの大学は、社会や地域に広く

開かれた教育が行われているのです。いくつにな

っても学習できるという生涯学習のしくみのなか

で大学は大きな役割を果たしているのです。そし

て、大学で学習した専門的な内容が国家の資格制

度と結びついて社会的に認知されるのです。社会

的に認知されていくということから、大学での講

義内容についても専門的なことが強く求められま

す。また、学生からの意見が大学の管理運営に反

映されるしくみがあります。そして、それだけで

はなく、日常的な講義に必ず日本でのゼミナール

にあたる課題ごとの議論がセットされていていま

す。それらのことから、安易な授業はくめないし

くみになっているのが注目すべきことです。

(4)ニュージーランドの教育カリキュラム

ーュージーランドでは、ナショナルカリキュラ
ー

ムが教育省によってつくられています。全国共通

のカリキュラムは、「ニュージーランドカリキュ

ラムフレームワーク」によって、基本的な教育目

標と各教育内容のわくぐみがしめらされていま

す。これは、Ａ４で28頁ほどのものです。

そして、このフレームワークにもとづいて、具

体的なカリキュラムが「ナショナル・カリキュラ

ム・ステートメント」として、くまれていくので

す。ナショナルカリキュラムでは、７つの学習領

域になっています。しかし、すべての領域でカリ

キラムステイトメントができていません。2002年

までに完成させるとりくみを行っています。現在

のところは、それぞれの科目について、シラバス

が教育省から示されている程度です。実際に国民

レベルで具体的なカリキュラムが体系的に整備さ

れていなくとも、基本的なフレームワークとシラ

バスにもとづいて各学校で授業が行なわれている

のです。全体的に課題学習が重視されて、経験的

に教育内容が決められて授業実践がされていま

す。

７つの領域は、言語教育（英語教育と外国語教

育)、数学、芸術、健康体育、自然科学、社会科

学、テクノロジーとなっています。この７つの領

域の学習をとおして、コミュニケーション、数

理、インフォメーション、問題解決、自己管理と

切嵯琢磨性、社会性と協同性、からだの発達、仕

事と研究心などの能力を身につけるように教育目

標で定めています。

この７つの領域のそれぞれの教育目標につい

て、ナショナルカリキュラムは次のようにのべて

います。まず、言語教育では、書くこと、話すこ

と、聞くという言語の技術的な能力と同時に価値

や文化を伝えるための大切な手段としての言語の

意味を教えることにしています。

ニュージーランドの国民的な言語として英語を

書き、読み、話すという教育は重要性をもってい

ます。そして、少数民族の人々に特別な差別をも

たないように教育が行なわれています。また、異

なる言語によっての異文化のカリキュラムを重視

して、国民的なアイデンティと国際的なコミュニ

ケーシュンとしての言語教育を強調しているので

す。このなかでマオリの言語教育を特別にナショ
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ナルカリキュラムのなかに位置づけているのも特

徴的です。

数学教育は、毎日の生活に必要な数学として、

すべての国民の基礎的な能力としてカリキュラム

がくまれています。数学は計算能力、見積もる能

力、論理思考能力が含まれています。

生徒は数学的問題を解くことによって、系統性

と同様に創造性がつくられるように、そして、数

学的問題発見の作業の機会をとおして、勇気、問

題発見、系統性、創造性、自立心、保持する力な

どがつくようにとしています。ナショナルカリキ

ュラムとして、そのような教育目標による数学教

育のカリキュラム準備が要請されているとしてい

ます。

科学教育の本質は、われわれの世界を理解させ

ることであるとナショナルカリキョラムはのべて

います。人々は、生活、材料、物質など、人間の

環境を構成している技術、論理性と創造性の認識

を研究する普遍的な学習を求めます。

ニュージーランドの自然科学教育は、マオリや

太平洋諸島の世界についての自然について特別に

認識するカリキュラムを重視しています。生徒

は、きちんと訓練された観察や注意深い分析をと

おして自然科学の学習をします。

環境問題の学習もニュージーランドの自然科学

教育で重視しています。生徒たちの生活している

地域社会の環境問題の発見の機会が与えらた学習

をすることをナショナルカリキュラムでは大切に

するのです。

テクノロジー教育は、ニュージランドで最近重

視されている領域です。ナショナルカリキュラム

でのテクノロジーは、創造と目的をもった人間の

知識の利用、技量、そして、実践的問題のための

物理的な能力の必要を求めています。それは、目

標、システム、環境の発展を含みます。

テクノロジーは、毎日の家庭と職場のなかに充

満しています。すべての生徒は、人々が生きてい

くための関連あるテクノロジーの技量と理解の発

達を必要としています。テクノロジー教育は、問

題解決、企画構成、コミュニケーション、批判的

見方、分析力、統合力、評価力の発達を必要とし

ますと、ニュージーランドのナショナルカリキュ

ラムではのべています。

ナショナルカリュキョラムのテクノロジーの領

域は、インフォメーションとコミュニケーション

のテクノロジー、電気のテクノロジー、バイオテ

クノロジー、物理的テクノロジー、加工テクノロ

ジー、食物テクノロジー、デザインとグラフィッ

クのテクノロジーをさしています。この分野の学

習は、すべてのカリキュラムの応用にもなります

とナショナルカリキュラムでは、位置づけしてい

ます。

ナショナルカリキュラムでの社会科学の教育の

本質は、信頼と学識、責任ある参加を、生徒に与

えることによって、幅広く社会を理解することが

できるとしています。社会科学をとおして、生徒

は、ニュージーランドの社会と経済の発展を展望

するためのセンスと理解を身につけていくので

す。生徒たちのために、異なる文化のなかで、

時、場所での決断ができるように、かれらの体と

社会性、感情、精神によって、社会科学の方法を

考察するようにしています。

生徒は、民主主義社会における家族、市民とし

ての権利、ルール、責任性によって、社会科学の

理解が助けられるとナショナルカリキュラムは指

摘しています。生徒は人間の行動、異なる価値と

見方の発見をとおして明確な批判的考えをのべる

ことに挑戦させられます。そのような学習をとお

して、生徒は、自らの価値と判断力を明瞭につく

っていくのです。学校での学習では、社会的研究

と歴史学、地理学、経済学が用意されています。

ナショナルカリキュラムで、芸術は、個人と社

会にとって、強力な表現形態であるとしていま

す。雇用も含め、多くの重要な生きていくための

普遍的、特別な技量を広く発達させることを本質

的に準備するとしています。また、国際的なコミ

ュニケーションの能力を求め、国民的なアイデン

ティ形成を期待しています。

マオリの芸術は、ニュージーランド文化の多様

性な財産を認めさせ、その価値を蓄積させてくれ

ます。芸術を通しての学習によって、生徒たち

に、自分自身の文化的財産と他の文化を評価し、

理解することができるとしています。芸術は重要

な自己認識と自己の価値を成長させ、個人とし
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て、グループとして文化的価値を理解し、表現

し、現在と過去を通じ合うことができるとナショ

ナルカリキュラムは、強調しています。学校での

芸術教育は、クラフトデザインを含む視覚芸術、

音楽、ドラマ、ダンス、文芸の学習が準備されて

います。

ナショナルカリキュラムの保健体育は、個人と

社会のなかで、よりよい健康な生活と行動をして

いくためにと、位置づけられています。保健体育

は、生徒自身の信頼と能力の発達について学習し

ます。生徒自身に健康と体に適合した責任性をと

らせるために援助します。体の教育をとおして、

生徒たちは、個人やチームの多様な活動の参加機

会を与えられます。これらの活動は、かれらの体

の潜在的能力を成長させ、健康の良好性、自制心

の訓練、競争とチームワークを学習できるとして

います。

そして、レクレーションとリラックス、個人の

健康の良好性に満足をみいだすような機会が与え

られますと。健康教育のひとつとして、学生は、

実際的、やりがいのある個人的目標、健康的な生

活様式をセットされることが奨励されています。

かれらは、多様な社会と文化をもった背景のなか

で、広い社会的な活動参加の技量を発達させ、責

任と満足性をもった人間関係を学校、家庭、地域

社会で築いていくことを期待されているのです。

保健体育の学習は、家庭や地域からのサポート

をともなう諮問が要求されています。学校全体の

カリキュラムは健康教育とからだの教育の２つの

課題があります。健康教育は、栄養学、薬の教

育、性教育、人間関係の技量、家族関係、コミュ

ニイティと環境のなかでの健康という統合的なも

のになっています。

からだの教育は、ダンス、ムーブメント、ス

ポーツ、レクレーションなどの教室の外の学習も

含みます。また、この学習は、家庭経済や社会的

研究、ドラマ、自然科学も含みます。

以上のように、７つの領域について、カリキョ

ラムのフレームワークを示していますが、これら

は、それぞれの領域についての基本的な考え方を

のべたものです。この考えかたにそって、学校教

育で具体的にそれぞれの教科が教えられていくの

です。現在のところは、それぞれの教科につい

て、シラバスが教育省から示されているところで

す。

ところで、ナショナルカリキュラムのフレイム

ワークでは、教育方法の原理を次のように問題提

起しています。

学習は、多様な経験や価値、文化的信頼による

インフーマルななかから形成されます。学校での

生徒の学習機会は、家族、教師、友達などの行動

や価値、態度などによって相互に影響されながら

学んでいきます。

基本的な原理として、ホーマルなカリキュラム

は、日々補強していかねばならないとナショナル

カリキュラムの教育方法では、位置づけていま

す。ニュージーランドのカリキュラムのフレーム

ワークでは、すべての学校に、マオリの教育と社

会的なハンデキャップの教育を行うことを重視し

ています。

また、すべての生徒は、性、民族性、信仰、能

力差、社会的、文化的条件、地域性の条件に関係

なく教育されるようなカリキュラムの原則をたて

ています。また、すべての年齢に対して、１学年

から13学年までの教育カリキュラムが用意されて

いるのです。

教育指導の教科書は、かって教育省の出版部で

あったところで、独立して、ラーニングメデア社

として、民営されましたが、この他にも教育指導

の教科書の出版をしている会社もあります。現在

のところ、ランーニングメデア社のテキストに特

別の優遇措置が与えられています。個々の子ども

には教科書として配布されることはなく、教師の

プリントによって授業がやられている状況です。

中等教育段階では、教育指導の教科書を使わず

授業が行われている場合が多いのです。これは、

教師の自主的な授業実践を尊重しているためとい

うことですが、ニュージランドでも大都市部を中

心にして、学力の向上を求める声が強くなってい

ます。

このため、教科書によって、効率的な学力向上

をしていこうとする風潮が生まれているというこ

とです。有料の教科書は高いのですが、それでも

学力向上に、有効なものは、積極的に利用されて
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いるのです。とくに、私立の学校では、この傾向

が強くあらわれています。全国的なカリキュラム

の位置づけは、各学校が地域や子どもの状況によ

って、弾力的に独自のカリキュラムが設定できる

ようになりました。

1989年の教育改革によるカリキュラムは、民主

主義社会と国際経済競争のなかで、ニュージーラ

ンドの経済を発展させるための個々の能力の発展

ということに力点がおかれています。２１世紀にむ

けての急速な技術発展や国際化、多文化社会に適

応するためのカリキュラム改正であったのです。

それは、生徒個々の関心と社会や経済の要請と

に調和したものを準備したものとしています。国

際的な経済競争力のための人間的な能力形成の問

題と個々の自立した民主主義社会の実現という難

しい調和性の問題提起をしているのです。

個々の地域の生活のなかでの関係でのカリキュ

ラムは、福祉や人権問題、多文化問題など社会的

な問題が必要となりますが、国際経済の競争力の

人間的能力形成ということからは、社会的な連

帯、民主主義よりも、経済効率性、経済合理性、

価格競争力のための国際的な標準化が要求されて

いきます。

このことは、国際的な弱肉強食の世界で生きる

人間形成を求めがちになります。そして、個人の

競争が結果として強調されていくのです。それ

は、社会的な連帯、地域における人間的相互扶助

の軽視という問題性をもっています。

学校のカリキュラムは地域によって計画され、

地域の必要性によって構成されますが、ナショナ

ルカリキュラムは、国民全体の学習の原理と達成

目標、目的が示されていくということです。

1989年の教育改革によってのカリキュラム改正

は、1944年の中等教育のためのトーマス委員会の

教育改革以来の大きなカリキュラム改革です。民

主主義的な教育運動の影響でニュージーランドに

おいても中等教育段階においても積極的にコモン

コアカリキュラムの導入が実施されていったので

す。

社会、政治、文化の変動によっての民主主義的

社会を実現していくための教育改革の提言であっ

たのです。歴史的なカリキュラムの改正は、過去

１６

のニュージーランドのカリキュラムの経験を積極

的に継承していこうとする建前にもなっていま

す。

1940年代以来のニュージーランドの教育制度

は、幅の広い、調和性のあるカリキュラムによっ

て、初等教育、中等教育の平等な教育機会の提供

をしてきました。ナショナルカリキュラムの発展

は、この制度を強力にするものという教育省の立

場です。

ところで、日本には、個々の教師が生徒の生活

指導をしますが、ニュージーランドでは、特別に

問題行動を起こす生徒やカウンセラーの必要とす

る生徒は、専門に配属されたカウンセラーや特別

の教師があたるようになっています。中等教育の

学年主任は、男性と女性の教師が５年間生徒が卒

業するまで責任をもってあたるようにしていま

す。

しかし、父母といろいろとはなす機会を設けて

います。教師として子どもの状況を父母に説明で

きるように準備して父母との懇談にあたります。

問題行動を起こす生徒の親と話すことは大変な精

力が必要ということです。

サブテイチャーとして問題行動に専門的にあた

り、校長や校長を補佐する２名のアシスタントと

相談しながら問題行動の生徒にあたるようにして

います。個々の専門的な教科の担当の教師とし

て、特別に生活指導的なことはしないということ

です。

日本で教育をうけて、日本語という外国語を主

に教えている教師は、日本的な教育活動として、

生活指導的な面からの授業方法をくみたてている

といいますが、教師仲間からは、大変に異なる教

育方法ではないかとみられるといいます。

ところで、中等教育での教育の到達度は、国家

試験による資格修了によって、評価していくしく

みになっています。この試験は、いくつかの学年

ごとに実施されます。まず最初は、１５歳の年齢、

中等教育３年・フォーム５年の終了（学齢１１年）

のときに実施されるものです。生徒は、それぞれ

の科目を修了したということで、５つの段階に判

定されるのです。

１６歳に、中等教育４年・フォーム６年（学齢1２
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年）にもそれぞれの科目について国家試験による

判定がされるようになっています。ハイスクール

の修了証明は、中等教育のはじまるフォーム３年

から５年間学び、少なくともフォーム６年のレベ

ルの３つの科目修了をとらねばならないようにな

っています。

大学入学のためには、一般的に中等教育５年・

フォーム７年の修了に試験を受けて、大学入学資

格を得るしくみになっています。この試験は、５

つの科目で、５段階に分けられますが、300点以

上がＡ，250-299がＢと点数によって区切られて

います。ＡとＢが大学入学資格になりますが、そ

れに到達しない場合は、ハイスクールの修了の資

格とバーセリの３つのＣ以上の成績を求めていま

す。

これらの国家試験によって、学校教育内容の到

達度評価が、資格庁によって行なわれます。この

ことは、学力の到達評価度が資格庁によって管理

されている側面を大きくもっていることを意味し

ています。

しかし、９０年からのあたらしい動きとして、中

等教育機関が資格庁と十分に協議して、独自に、

大学入学のための資格の試験を学校内で実施でき

るあたらしいＮＣＥＡというしくみもうまれていま

す。

これは、学校独自で試験がやれるために、何回

も試験に挑戦できるしくみです。フォーム５年か

ら７年の３年間に試験のためのカリキュラムが独

自にくまれているのです。大学をめざす生徒の多

い、中等教育機関にとっては、国家試験による生

徒の教育指導が支配的であるということから、中

等教育５年・フォーム７年のときは、バーセーリ

のための試験に１年間費やす教育が一般的にされ

ているのです。

以上みてきたように、学校教育のカリキュラム

は、それぞれの教科の理念が中心的に展開され

て、実際のカリキュラムは柔軟に行われ、生徒や

地域の状況によって、自由に授業が組み立てられ

ます。そして、教科書も使っていない学校が多い

のが現実です。したがって、それぞれの教科の課

題に即して、教師が自由に教材を編成して教えて

いるのが現実です。一人一人の教師の力量Iこよっ

て授業の教材がつくられていくのです。教師自身

の科学的知見と教科の自主編成能力が求められて

いるのです。
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